
主催 岐阜県生活指導研究協議会（岐生研）

連絡先 稲垣勝義090-5867-4249

岐阜市

長森コミュニティセンター
℡ 058-247-2066

名鉄各務原線 切通駅下車北へ１km

参加費 1500円

会員は1000円

20代or教職5年以内は1000円

学生は500円

６ 月 １ 日 （ 土 ）
９：１５～ 受付

９：３０～９：４０ 開会式

９：４０～１０：４０ 岐生研「総会」

１０：５０～１１：５０ 岐生研「基調提案」学習会

１１：５０～１２：５０ 昼食

１３：００～１４：３０ 講座①植田一夫先生のお話

「いきいき学級～子どもにつけたい力
と1年間の見通し」

1４:40～1６:40 実践分析学習会

1６:5０～1７:4０ 講座② 再び 植田一夫先生のお話
“ワクワク授業”
「フクシマとヒロシマ」（総合的な学習）

1７:４０～1７:４５ 感想タイム

1７:４５～1８:００ 地区別交流会

１８：００～１８：１０ 閉会式

新学期、新学級が始まって1ヶ月以上たちます。学級づくりは、最初が肝心！最初に

締めておかないと後が大変なんだから、最初にバシッとやっておかないと・・。」という

学校や主任からの助言？や周りの圧力？で子どもたちに接していないでしょうか。

怖い教師としてふるまうことが教室に秩序をもたらすのです！と言われ、生活の規

律や授業のけじめを何回でもやり直したりする接し方になっていないでしょうか。

隣の学級がきちんとできていると「あ～何やってるのだ私は。」と焦り、ますます声

を大きくし、「ダメ教師にならないためには頑張って言うことを聞かせなければ。」と、

焦る気持ちはますます大きくなります。焦れば焦るほど声は大きくなり、言うことを

聞かない子どもたちが憎らしく思えてきます。

4月が黄金の1ヶ月と言われ、この期間にビシッとさせれば1年間いける！とされる学

校現場。いつの間にか上から目線で接し、子どもたちとの溝が大きくなっている現

実。本当に苦しい状況がありますね。

自分の学級は、こういう方針でやっていくのだと考えていても､周りの学級がビシ

ッと管理が行き届き、教師の話もきちんと聞いているように見えると、自分のやって

いることに自信がもてなくなりひょっとしたら間違っているのではないかと思うよう

な錯覚に陥ることだってあります。

今回の学習会は、「ビシッと、バシッと」のやり方に疑問を感じつつも、なかなか自分

の方針が進んでいかないもやもやを明らかにする内容を用意しました。

講座①では、「いきいき学級」をつくるために「子どもにどんな力をつけるのか？」、

そのために「1年間、どんな見通しで学級をつくっていくのか？」を、子どもたちの具

体的な姿で話していただきます。また、教師にとって「困った子」をどう指導したのか、

リーダーをどう育てたのか、班でどんな活動をやってきたのかなどが講座の中で明

らかになります。

講座②は、ワクワク授業です。なかなか授業の構想が浮かばず、決められたままに

おこなっているのが日常ではないでしょうか。今回は、授業づくりのヒントが満載の講

座ですよ。

６月１日（土）は、今から都合をつけて是非学習会におこしください。岐阜市長森コミ

ュニティセンターです。

講師 植田一夫先生

・滋賀県公立小学校教師
・全国生活指導研究協議会研究全国委員

・主な著書、共著
『共同グループを育てるー今こそ、集団づ
くり』 かもがわ出版

・雑誌『生活指導』に数多くの実践を執筆。
明治図書・高文研

・学級づくり、全校集団づくり、地域との共
同、総合的な学習など意欲的に実践をし
ている先生です。


